
ベースのデュレーション
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音価とデュレーションの違い
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音価 デュレーション

概念 記譜上の概念 MIDI上の概念

対象 音符・休符 MIDIノート

単位 音符単位 ティック単位



ベースにおけるデュレーションの効能
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ベースにおけるデュレーションの効能
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ベースのデュレーション設定３つのコツ
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1. ノート同士のインターバル調整

2. スタッカートの調整

3. レガートの調整



1. ノート同士のインターバル調整
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2. スタッカートの調整
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3. レガートの調整
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ベースのデュレーション設定手順
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1. グリッドジャストで打込む

2. ノート同士のインターバルをとる

3. スタッカートやレガートを調整する

4. スウィングを適用する

5. ランダマイズする

6. 必要に応じてデュレーションを微調整する



1. グリッドジャストで打込む
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2. ノート同士のインターバルをとる
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3. スタッカートやレガートを調整する
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4. スウィングさせる
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5. ランダマイズする

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO



6. 必要に応じてデュレーションを微調整する
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スウィングさせたりランダマイズしたことでノート同士

のスキマがなくなってしまったり、グルーヴ感が変

わって聞こえる時は最後に微調整しよう！



各種アーティキュレーション
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３種の主要な奏法の切り替え
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l プリセットによる切り替え

l ベロシティによる切り替え

l キースイッチによる切り替え



プリセットによる切り替え
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ベロシティによる切り替え①
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ベロシティによる切り替え②
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キースイッチによる切り替え
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ミュート（ゴーストノート）の表現①
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ミュート（ゴーストノート）の表現②
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各種アーティキュレーションの打込み
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l ハンマリング・オン / プリング・オフ（レガート）

l スライド / グリッサンド



ハンマリング・オン / プリング・オフ（レガート）
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スライド / グリッサンド
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①特定のベロシティやノートに割り当てられている場合



スライド / グリッサンド

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO

②キースイッチやコントロールチェンジを使う場合



スライド / グリッサンド
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③ピッチベンドで入力する場合


